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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第12期
第１四半期
連結累計期間

第13期
第１四半期
連結累計期間

第12期

会計期間
自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日

売上高 (千円) 1,036,388 1,116,190 4,601,455

経常利益 (千円) 26,744 4,918 216,997

親会社株主に帰属する
四半期純利益又は
親会社株主に帰属する
当期純損失(△)

(千円) 16,161 2,996 △89,516

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 17,943 5,400 △63,851

純資産額 (千円) 1,094,115 1,033,315 1,028,091

総資産額 (千円) 3,250,850 3,440,971 3,655,117

１株当たり四半期純利益金額
又は当期純損失金額(△)

(円) 5.94 1.10 △32.80

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

(円) 5.93 1.09 －

自己資本比率 (％) 31.1 26.9 25.3
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について、第12期は潜在株式は存在するものの１株当

たり当期純損失であるため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 また、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。

 

　(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、現政権による経済政策や金融政策等の実施により、企業収

益や雇用情勢に回復の兆しは見られておりますが、中国をはじめとする新興国経済の減速や不安定化等の影響を

受け、依然として不透明な状況が続いております。

そのような中、当社グループを取り巻く広告市場においては、引き続きスマートフォンの普及の後押しを受

け、スマートフォン市場規模は拡大を続けており、平成29年のスマートフォン広告市場は、前年比18.2％増の

5,369億円と順調な成長が見込まれます。（出所：CyberZ／シード・プランニング「2016年スマートフォン広告市

場動向調査」）

当社グループはこのような事業環境のもと、クラウド事業及びフィンテック事業を中心として事業を展開して

おります。

 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,116,190千円（前年同四半期比7.7％増）、営業損失は

3,645千円（前年同四半期営業利益は27,948千円）となりましたが、投資有価証券売却益が16,750千円発生したた

め経常利益は4,918千円（前年同四半期比81.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,996千円（前年同

四半期比81.5％減）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。
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a.　クラウド事業

　クラウド事業においては、当第１四半期連結累計期間も引き続き、クラウドメディアによって接触会員数の増

加を図り、クラウドソーシングによって売上単価の上昇を図るという相互作用を持った事業拡大を進めておりま

す。

　また、育児や介護、身体や住まいの地域の状況など、ユーザーのライフステージにあった多種多様な働き方を

提供する「ワークエコシステム」のより一層の拡大を進めております。

　以上の結果、クラウド事業の売上高は1,113,073千円（前年同四半期比8.2％増）、セグメント利益は199,373千

円（前年同四半期比0.5％増）となりました。

 
b.　フィンテック事業

フィンテック事業においては、当第１四半期連結累計期間も引き続き、現金より価値のある通貨を生み出すこ

とのできるインフラの構築をするべく、ポイント利息をはじめとした、基礎整備などの先行投資を継続しており

ます。また、当社ポイントとシナジー効果の創出を見込める企業への出資を行っております。

　以上の結果、フィンテック事業の売上高は3,116千円（前年同四半期比58.4％減）、セグメント損失は5,567千

円（前年同四半期セグメント損失は10,824千円）となりました。

 
(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結累計期間における資産、負債及び純資産の状況とそれらの要因は次のとおりです。

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、184,289千円減少し、2,541,924千円となりました。これは主とし

て、現金及び預金が183,501千円減少、そして売掛金が1,033千円減少したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて、29,320千円減少し、895,472千円となりました。これは主として、の

れんが8,720千円減少、投資有価証券が4,989千円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、214,145千円減少し、3,440,971千円となりました。

　

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、182,872千円減少し、1,867,553千円となりました。これは主とし

て、借入金による資金調達で短期借入金が30,000千円増加、特別調査費用の支払いなどで未払金が104,768千円減

少、そして納税などにより未払法人税等の51,885千円減少したことによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて、36,496千円減少し、540,102千円となりました。これは主として、借

入金返済により、長期借入金が33,154千円減少したことによるものであります。

この結果、総負債は、前連結会計年度末に比べて、219,369千円減少し、2,407,656千円となりました。

　

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、5,223千円増加し、1,033,315千円となりました。これは主とし

て、非支配株主持分が4,520千円増加したことによるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 9,700,000

計 9,700,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,736,300 2,736,900
東京証券取引所
マザーズ

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。
また、単元株式数は、100株で
あります。

計 2,736,300 2,736,900 ― ―
 

（注）提出日現在発行数には、平成29年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　平成28年12月31日 － 2,736,300 － 425,517 － 417,575

 

 

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
2,735,600

27,356 ―

単元未満株式
普通株式

700
― ―

発行済株式総数 2,736,300 ― ―

総株主の議決権 ― 27,356 ―
 

(注) 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成28年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

「単元未満株式」には、当社所有の自己株式65株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成28年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年10月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ＰｗＣ京都監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次の通り交代しております。

　　第12期連結会計年度　有限責任 あずさ監査法人

　　第13期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　ＰｗＣ京都監査法人

　また、従来、当社が監査証明を受けている京都監査法人は平成28年12月１日に名称を変更し、ＰｗＣ京都監査法人

となりました。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,085,868 902,366

  売掛金 770,463 769,430

  金銭の信託 404,242 392,581

  仕掛品 67,016 63,280

  貯蔵品 36,544 34,006

  繰延税金資産 136,926 128,189

  その他 227,016 253,425

  貸倒引当金 △1,863 △1,355

  流動資産合計 2,726,213 2,541,924

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 114,428 112,560

   その他（純額） 51,396 47,529

   有形固定資産合計 165,825 160,090

  無形固定資産   

   のれん 287,783 279,062

   ソフトウエア 161,187 158,152

   その他 11,096 9,031

   無形固定資産合計 460,067 446,245

  投資その他の資産   

   投資有価証券 74,676 69,687

   敷金及び保証金 208,733 207,689

   その他 15,490 11,760

   投資その他の資産合計 298,900 289,136

  固定資産合計 924,792 895,472

 繰延資産   

  社債発行費 4,111 3,575

  繰延資産合計 4,111 3,575

 資産合計 3,655,117 3,440,971
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 392,321 394,904

  短期借入金 550,000 580,000

  1年内返済予定の長期借入金 146,801 144,302

  1年内償還予定の社債 67,800 67,800

  リース債務 14,939 11,699

  未払金 226,911 122,142

  未払法人税等 70,384 18,499

  未払消費税等 45,063 40,026

  賞与引当金 28,022 13,927

  ポイント引当金 336,269 310,325

  その他 171,912 163,925

  流動負債合計 2,050,426 1,867,553

 固定負債   

  社債 169,500 169,500

  長期借入金 359,054 325,900

  リース債務 38,323 37,803

  その他 9,721 6,899

  固定負債合計 576,599 540,102

 負債合計 2,627,026 2,407,656

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 425,517 425,517

  資本剰余金 319,168 319,168

  利益剰余金 174,068 177,065

  自己株式 △141 △141

  株主資本合計 918,612 921,609

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 4,987 2,692

  その他の包括利益累計額合計 4,987 2,692

 新株予約権 340 340

 非支配株主持分 104,151 108,672

 純資産合計 1,028,091 1,033,315

負債純資産合計 3,655,117 3,440,971
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成27年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 1,036,388 1,116,190

売上原価 551,376 639,281

売上総利益 485,011 476,909

販売費及び一般管理費 457,063 480,555

営業利益又は営業損失（△） 27,948 △3,645

営業外収益   

 受取利息 3 0

 為替差益 2,181 －

 投資有価証券売却益 － 16,750

 その他 105 7,127

 営業外収益合計 2,290 23,877

営業外費用   

 支払利息 2,331 2,113

 投資有価証券評価損 － 11,599

 その他 1,162 1,601

 営業外費用合計 3,493 15,313

経常利益 26,744 4,918

特別利益   

 保険金収入 － 10,000

 投資有価証券売却益 10,977 －

 特別利益合計 10,977 10,000

特別損失   

 事業整理損 3,502 －

 特別損失合計 3,502 －

税金等調整前四半期純利益 34,220 14,918

法人税、住民税及び事業税 5,633 208

法人税等還付税額 △7,866 △173

法人税等調整額 18,331 7,188

法人税等合計 16,098 7,223

四半期純利益 18,121 7,695

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,960 4,698

親会社株主に帰属する四半期純利益 16,161 2,996
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成27年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 18,121 7,695

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 △177 △2,294

 その他の包括利益合計 △177 △2,294

四半期包括利益 17,943 5,400

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 15,983 702

 非支配株主に係る四半期包括利益 1,960 4,698
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【注記事項】

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

   

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日)

減価償却費 21,205千円 23,901千円

のれんの償却額 16,414千円 8,720千円
 

 
（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年10月１日　至 平成27年12月31日)

１  配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結累計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年10月１日　至 平成28年12月31日)

１  配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結累計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年10月１日 至 平成27年12月31日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（注）３クラウド事業

フィンテック事業
（注）１

計

売上高      

  外部顧客への売上高 1,028,891 7,496 1,036,388 － 1,036,388

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － －

計 1,028,891 7,496 1,036,388 － 1,036,388

セグメント利益又は損失(△) 198,366 △10,824 187,542 △159,594 27,948
 

 (注)１．フィンテック事業のセグメント利益の額の算定にあたっては、ポイント引当金戻入額を当該事業セグメント

の費用に含めております。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年10月１日 至 平成28年12月31日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（注）３クラウド事業

フィンテック事業
（注）１

計

売上高      

  外部顧客への売上高 1,113,073 3,116 1,116,190 － 1,116,190

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － －

計 1,113,073 3,116 1,116,190 － 1,116,190

セグメント利益又は損失(△) 199,373 △5,567 193,805 △197,451 △3,645
 

 (注)１．フィンテック事業のセグメント利益の額の算定にあたっては、ポイント引当金戻入額を当該事業セグメント

の費用に含めております。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

　

２　報告セグメントの変更等に関する事項

平成28年４月20日に、株式会社REAL FINTECHを設立し、「フィンテック事業」を報告セグメントとしておりま

す。これに伴い、前第３四半期連結会計期間より報告セグメントの名称を従来の「ポイントエクスチェンジ事業」

から「フィンテック事業」に変更しております。この変更は、当社のポイントシステム基盤の基礎技術の発展、

ビットコインで用いられているブロックチェーン等の新技術の応用、投資等の金融領域への事業展開を具体的に進

めるために、株式会社REAL FINTECHを設立したことによるものであります。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の名称で表示しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 5円94銭 1円10銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 16,161 2,996

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

16,161 2,996

普通株式の期中平均株式数(株) 2,718,860 2,736,235

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 5円93銭 1円09銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 5,825 9,977

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

EDINET提出書類

株式会社リアルワールド(E30856)

四半期報告書

15/19



 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社リアルワールド(E30856)

四半期報告書

17/19



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成29年２月13日

株式会社リアルワールド

取締役会  御中

 

ＰｗＣ京都監査法人
 

　

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　若　　山　　　聡　　満　　㊞
 

　

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　齋　　藤　　　勝　　彦　　㊞
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社リアル

ワールドの平成28年10月１日から平成29年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年10月１日

から平成28年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年10月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リアルワールド及び連結子会社の平成28年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　

その他の事項

会社の平成28年９月30日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間に

係る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び

監査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成28年９月15日付けで無限定の結論を表明

しており、また、当該連結財務諸表に対して平成28年12月22日付けで無限定適正意見を表明している。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
 
 
(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。
２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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